「安楽死・尊厳死法制化を阻止する会」発足集会
－１０万人の尊厳死法制化を求める圧力に屈しない－
　
国会に「尊厳死」法案を提出する動きが活発化しています。「尊厳死」はとてもよいことのように聞こえますが、これに
まどわされ、操られてはなりません。私たちは、尊厳ある生が保障されていないのに、死ぬときにだけ、法によって尊厳

ある死をさせようというのです。

　　　　　 日本尊厳死協会（旧安楽死協会）は、末期患者や遷延性意識障害者を、本人の意思に基づいて、人工呼吸器や栄養、
水分など生命維持措置を中止して、死なせることを法制化しようとさかんに国会に働きかけています。ただでさえ弱い立
場の人々に「周りに迷惑をかけずに自分で進んで早く死んでいくように」というのです。法によって自分で決める形をとら
せて、進んで「死の行進」をさせられることは許せません。

今日、医療の進歩により、終末期の激痛緩和、除去が進み、また遷延性意識障害者の回復例が何例も報告されてい
ます。私たちは命ある限り精一杯生きぬくことが人間の本質であるという立場から安楽死・尊厳死法制化を阻止する会
を立ち上げます。家族の負担を考える必要のない社会、緩和ケアを充実する医療の確立を求めていきましょう。


とき：６月２５日（土）午後２時～７時（１時３０分開場）

           会場：国民生活センター１階　大会議室（ＪＲ品川駅　高輪口より北へ徒歩５分）

　　　   資料代：１，０００円　

２時～４時　　　　賛同者、賛同団体からの発言

４時～５時３０分　講演：原田正純さん( 熊本学園大学教授・水俣学)
　　　　　　　　　　　　　　    「水俣病から考える尊厳死」
５時３０分～６時　講演についての質疑応答
　　　        ６時～７時　　　　発足宣言・フリートーク　　　　　　　　

賛同者になってください。個人でも団体でも結構です。
資料集を作成しますので、賛同者の意見を６月１０日（金）までに事務局までお寄せ下さい。

主催：安楽死・尊厳死法制化を阻止する会準備委員会
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国民生活センターへの行き方


〒１０８－８６０２　東京都港区高輪３－１３－２２�ＴＥＬ：（０３）３４４３－６２１１＜総合案内＞


ＪＲ・京浜急行　品川駅高輪口（西口）下車徒歩５分








〒１０８－８６０２　東京都港区高輪３－１３－２２�ＴＥＬ：（０３）３４４３－６２１１＜総合案内ｚＪＲ・京浜急行　品川駅高輪口（西口）下車徒歩５分�徒歩５分 








[安楽死・尊厳死法制化を阻止する会 よびかけ人 ]


鶴見俊輔（評論家） 原田正純（熊本学園大学教授）


八木晃介（花園大学教授）柏原晃一（弁護士）　　　　　清水建夫（弁護士）立岩真也（立命館大学大学院教授）


橋本操（ＮＰＯ法人ＡＬＳ／ＭＮＤサポートセンター・さくら会会長）


清水昭美（「脳死」・臓器移植を許さない市民の会代表）





連絡先


安楽死・尊厳死法制化を阻止する会準備委員会


℡０３－５５６８－７６０３


e-mail:info@changejapan.org


















































